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on regional cooperation and expectations of
ASEAN. Intheanalysispresentedherein,the
authorattemptstoanswersuchquestionsas(1)






った｡1)しかし,なぜ ASEAN は1967年 8月
















were two common denominators:to enhance
reglOnalcooperation in any way,and to take






























































ル ト少将とア リ･ムル トポ中佐を中心にすで
に開始されていた [Weinstein 1969:8]｡ し
か し,この動きが本格化するのは,9.30事件
を経て,ス- ル トが実権を掌握する翌年 3月
以降のことである｡
1966年 3月にな ると インドネシア政府 は
紛争解決 を望 む旨の公 式 声 明 を発表 した











































抗 し難いほど大きくかつ速 くなる｡ まずマ リ
クがオース トラリア放送特派員のインタヴュ
ーに対 して,マレーシアとの和解の意思があ
ることを再び明言 した [KCA 21493A]｡こ
れに応える形で,早 くも翌日の閣議でマレー
シア政府はラザク副首相兼国防相をマ リクと







































いものといえよう [Stockwin 1966]｡ しか








































































































































































































保の意思を示 した [タナット 1977:87]｡しか
し,マレーシア側の反応は早 く, 6月中にイ
スマイル外相代理は東南アジア諸国が連合体






































































催 して もよいことを発表 した lStraiZsTime∫



































確にするよう主張 した [ST 8月 8日付]｡結
局,インドネシアータイ案の文言を緩やかな
原則的表現に修正することで合意をみた｡





賛成 していた｡ しかしイギ リスやアメリカに
防衛面で依存 している他の 3カ国はいずれも














































































いた｡ 第 1にスカルノが推進 してきたマレー
シア粉砕政策によってもたらされた国際的孤




































自の政策を追求 しようとする傾向) とマ リク
の方針 とが基本 において合致 したためによ








そうとしたス- ル ト新政権にとって,マ リク
を外交の窓口に置 くことは有益であったと思







































































































































































































































ずシンガポールは ASEAN に加盟 した｡ 結
局は,経済協力がもた らしたであろう利益を
期待できな くても,英軍撤退を念頭に置いて




















の国際関係 は ASEAN を産むに至 った｡
この過程における交渉と争点をまとめておこ
う｡






立 ･インドネシア参加 との二 者 択一であっ
た｡ しか し, これは重大な争点 とならず,ど
の国も後者を選択 したのである｡
第 2段階は9月か ら12月までの約 4カ月間
で,タイとインドネシアとの間で新機構設立
の原案が作成された時期である｡タナ ットが
主導権を握 って,ASA か ら始まった地域協
力の枠組の中にインドネシアを取 り込む構想
を明確にしたといえよう｡
第 3段階は67年 1月か ら4月までの 4カ月
間で,反動期として特徴づけられる｡ 特にマ
レーシアのラーマン首相が新機構設立に反対
して ASA拡充を主張 し, シンガポール参加





























前項でまとめた ASEAN の設 立過程 は
ASA の場合 【山影 1980a]と比較 して著 し
い特徴が 3点ある｡まず第 1に短期間で成立
した｡ ASAは短 く見積もっても1959年 1月






のに,ASEANの場合 は5カ国で 3- 4案
のみであった｡第 3に争点が曖昧であった｡
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